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論 文 題 目
Ascorbic acid concentration in rabbit vitreous measured by microdialysis with HPLC-electrochemical detection





















ロール群は、probe 装着手術後 4 ～ 5 日で測定値が安定してからさらに10日間測定し、硝子体手術群は、
コントロール群と同様に測定値が安定してから硝子体手術を施行し、その後10日間測定を行った。TA投
与群は、コントロール群と同様に測定値が安定してからテノン嚢下にTA（20 mg）注入（グループ1）、 硝子
体腔内にTA（4 mg） 注入（グループ 2 ）、硝子体手術後、さらにテノン嚢下にTA（20 mg）を注入（グループ
3）、硝子体手術後、さらに硝子体腔内にTA （4 mg）を注入（グループ4）した。4 つのグループ共にその後
10日間測定を行った。
〔結果〕
　硝子体手術群では硝子体手術術後 2 日目からAAの濃度は減少し始め、7 日目で最も低下しコントロー
ルに対し49.5 %減少した。7 日目以降、AAの濃度に少し回復が見られたが、コントロールの値には戻ら











































































7）フリーラジカルによるtight junction の傷害モデルを使ったin vitro の実験データはあるか
8）酸化ストレスがあると血液-房水柵の蛋白質に対する透過性が増加するという証拠はあるか
88
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。。
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